
～かけがえのない自己の人生に目を開き、
たくましく自己実現していく生徒の育成～
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２ 家庭の中での言葉遣いを大切にしています
良いお年をお迎えください か？

子どもたちの言語環境を考えたとき、言葉につ
令和３年が終わろうとしています。４月からの９ いて学習する機会が多い場所は家庭と学校です。

か月間、保護者の皆様にはPTA活動や学校行事等で 特に家庭で、おじいちゃん・おばあちゃんをはじ
たくさんの御支援・御協力をいただきありがとうご め世代の異なる人との会話や親との会話により言
ざいました。 葉遣いを学んでいるのです。「家族だからそんな
今学期は、秋季大会・修学旅行・グリーンスクー に言葉遣いに気を遣わなくてもいい」という考え

ル・フリ－参観・研究授業・生徒会役員選挙・合唱 もあるでしょうが、それはいかがなものでしょう
コンクール・第１学年「職業人に学ぶ」・第２学年「思 か。“家庭こそ言葉遣いの基礎を学ぶ場”なので
春期健康教室」等々のたくさんの行事がありました。 す。家庭は“子どもたちの言葉遣い”について考
それらの行事をとおして、生徒たちは多くのこと え、適切な言葉の表現を身につけさせる場である

を学び、大きく成長したものと信じています。 ことをしっかりと確認してください。
本日の２学期終業式も、各教室にて落ち着いた雰

囲気の中で無事終了することができました。 ３ ひとことの重み
２５日（土）から約２週間の冬休みになります。 たったひとことが相手の心を傷つけ、たったひ

子どもたちは家庭に戻り、クリスマスやお正月等の とことが相手の心を勇気づけることがあります。
楽しい行事を保護者の皆様と一緒に過ごすことにな 「言葉は使い方次第で良薬にも毒薬にもなる」と
ります。普段、家族そろってゆっくりと話す機会を いうことです。中学生は誰にでも、友人の何気な
なかなかもてなかったことと思いますので、この機 いひとことでいたく心を傷つけられたり、その逆
会にぜひ家族団欒の時間を作っていただければ幸い にとても大きな勇気や元気をもらったりといった
です。 経験があるはずです。そのような経験を語り合い、
3学期は、3年生は卒業に向けて、また、１・2年 言葉のもつ重みを親子で共有したいものです。

生は進級に向けての準備期間となります。保護者の
皆様には、今後とも東金中学校への御支援と御協力 ４ 私たち大人が手本となっていますか？
をよろしくお願いします。 時々、子どもには聞かせたくないような乱暴な
それでは、良いお年をお迎えください！！ 言葉遣いをしたり、ていねいな言葉を使って話そ

うとしない大人がいたりします。親が子どものこ
休業日における生徒の事故・けが等の とをいつも意識して日頃の言葉遣いに注意してい

報告について る場合と、自分の思いに任せた自由勝手な言葉遣
いをする場合とでは、子どもが身につける言葉遣

令和３年１２月２９日（水）～令和４年１月３日 いに違いが出ます。そして、言葉に対する意識・
（月）の期間、学校に職員が不在のため、お子様の 感性は大きく異なっていくものです。
事故・けが等で緊急を要する場合は、下記へ連絡を 私たち大人は“言葉遣いは子どもにとって大切
お願いいたします。 な言語環境である”ということをしっかり認識し

電話番号 ０４７５－５０－１１１1 ておきたいものです。
（東金市役所 ８時３０分～１７時１５分）

５ 気になる言葉遣いはその時に注意
言葉遣い “今の言葉はふさわしくないなぁ、もっと他の言

3年生は受験シーズンを迎えました。受験当日、面接 い方をしたほうがいいよ”という具合に、我が子
が実施される高校も多く、繰り返しの練習が欠かせませ の言葉遣いを注意した経験はありませんか。言葉
ん。しかし、面接官の質問に対して、適切な言葉遣いで 遣いが悪い時に、そのまま何も言われずに済まさ
応えられない生徒も見られます。そこで今回は、言葉遣 れた子どもは、同じような場面でもまた似たよう
いについて掲載させていただきました。ぜひ。御家庭で な言葉遣いをすることになります。気になった言
も話題にしてみてください。 葉遣いはすぐその場で注意してあげ、より適切な

表現を教えてあげることが言葉の大切なしつけと
１ コミュニケーションの基本 言えます。それをいつも実行したいものです。
私たちは言葉で日頃から周囲の人と交わっています。 【１つの言葉】

言葉は自分の気持ちや考え・感情までも相手に伝え、人 １つの言葉でけんかして １つの言葉で仲直り
との関わりを深めることのできるコミュニケーションの １つの言葉で頭が下がり １つの言葉で心が痛む
基本です。 １つの言葉で楽しく笑い １つの言葉で泣かされる
大人になるということは、人と人との付き合いがきち １つの言葉はそれぞれに １つの心をもっている

んとできることであり、そのとき大切になるものが言葉 きれいな言葉はきれいな心 優しい言葉は優しい心
遣いであるということを子どもたちにしっかり認識させ １つの言葉を大切に １つの言葉を美しく
たいものです。


